ていた。 果物屋の 横に は 外科医が あった。 そこの 白い 

窓で は 腫れ 上った 首が 気惰 るそう に 成熟 している のが 

常 だ つ た。 

彼 は これらの 店々 の 前 を 黙って 通り、 毎日 その 裏の 

青い 丘の 上へ 登って いった。 丘 は 街の 三条の 直線に 押 

し 包まれた 円錐形の 濃密な 草原で、 気流に 従って 草 は 

柔 かに 曲って いた。 彼 はこの 草の 中で 光に 打 たれ、 

街々 の 望 色から 希望 を 吸い込もう として 動かなかった _ 

彼 は 働く ことが 出来なかった。 働く に 適した 思考力 

は 彼の 頭脳 を 痛める の だ。 それ 故 彼 は 食う ことが 出来 

なかった。 彼 はた だ 無為の 貴 さ を 日毎の 此の 丘の 上で 
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